
 

 

 

 

 

 

 

心で見なくちゃ 

「大寒」（旧暦で１月 20 日頃）前後になると、大中坂には水仙や梅の香がほのかに漂い

始めます。また、冬の無機質な景色に、日ごと紅白や黄、桃などのカラーが少しずつ広が

っていく移ろいには趣があります。さらに、木立にとまる鳥のさえずりのなんと多種多様

なことか。車に乗っていてはわからない、歩かなくては五感に入ってこない自然の魅力で

す。 

登校する生徒の目にはどう映っているでしょうか。同じ景色を見ていても、感じている

ことは違うかもしれません。歩いていても友達との話に夢中であれば、外界を観察するに

及ばないでしょう。見えているようで見えていない。もっとも中学生期はそういうものな

のですが。やはり、本質は心で見ないと見えてきません。見えるように支援するのも大人

の大事な役割だと思います。 

情報端末が生活の必需品であるのと同様に、学校教育においても ICT 機器はなくてはな

らないものになっています。生まれたときから、通信機能をもつゲーム機やスマートフォ

ンが身近にある今の生徒にとっては、手元にあるタブレット端末も特別なものではありま

せん。検索をかければ知りたい情報にたどりつけますし、翻訳機能を使って英語表現を知

ることもできます。実際、生徒は日々の授業で駆使しています。一方、先日、３年生の国

語の授業で、生徒Ｓさんが国語辞典を凝視しながら沈思黙考している場面に遭遇しました。

「机上の空論」を使った例文を作るという課題に対し、「空論」の意味を辞書で確認し、身

近な例をどう表現するか模索していたのです。ここには、「自分の頭で考え、答えを見出す」

という学びがあります。ネット検索をかければ瞬時に例文が表れますが、それを写しただ

けでは学びになりません。「知ったこと」と「できること」は別物で、知ったことをできる

ようになったとするのは、それこそ机上の空論です。自分の頭を媒介とするから定着が促

進します。この授業では、安易にタブレットを使わず、辞書のよさを引き出した学習が成

立していました。このように、ICT を生徒の学びにどう生かすか、教科担任は実質的学習効

果を上げるために日夜研究を重ねているところです。 

インターネットが身近になり、実体験する前に、ショッピングしたい物や泊まりたい宿

等に関する評価が星の数やレビューでわかる時代です。しかし、これらはある程度の指標

にはなるでしょうが、行動や経験を通し自分の心で感じないことには、果たして目的が満

たされるかどうか分かりません。 

心で見なくちゃ、ものごとはよく見えないってことさ。 

かんじんなことは、目に見えないんだよ。（サン＝テグジュペリ） 

学校においても大切にしていきたいことです。          ＜文責：校長＞ 
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◇2/9（木）「学校保健委員会」を実施しました 

今年度は、「大中生がメディアと適切につき合っていくための取組」をテーマに、１～２

年生保健委員によるグループ討議を行いました。「メディアの使いすぎによる肩こりや目の

疲れを解消する方法を紹介したい」「各家庭でできるメディアルールづくりを提案する」

「メディアコントロールの日を設定したらどうか？」など、緊張しながらも自分たちの考

えを発表し合い、いい話合いができました。今後、全体に発信していく予定です。ぜひご

家庭でも話題にしてみてください。 

◇家庭科「保育実習」を行いました（2 年生） 

家庭科の学習として、ひまわり保育園 4～5 才児

との交流を計画、実施しました。中には幼い子供と

のかかわりに身構えていた生徒もいましたが、自作

の絵本を読み聞かせたり、一緒に遊んだりする中で

仲よくなり、楽しそうに過ごしていました。貴重な

経験になったと思います。 

◇第 37 回「はごろも教育研究奨励賞（学校賞）」を受賞しました 

大仁中学校の教育研究とその実績が認められ、公益財団法人はごろも教育研究奨励会よ

り、「第37回はごろも教育研究奨励賞（学校賞）」をいただきました。大仁中では、「生徒 

が主体的に考え、協働しながら生きる力を育む土台をつくる」を研究

主題とし、学校全体で、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業

の実践と、生徒たちのコミュニケーション力の向上に取り組んできまし

た。日々、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業の実践を積み

重ねる中で、生徒たちもよくがんばり、授業内で活発に議論する場面が

増えてきました。着実に成果が現れてきています。 

 

◇表 彰 ～大中生 がんばっています！～ 

 ＊読書感想文コンクール    地区入選 ３年：内田、堤 

 ＊中学生「税についての作文」 佳 作  ３年：小林、片山、鈴木 

 ＊吹奏楽「アンサンブルコンテスト東部地区大会」 

   打楽器六重奏  金賞 ２年：山田、大橋、西島 1 年：矢田、山本、松村 

   フルート三重奏 銀賞 ２年：由井、石井 1 年：村岡 

   金管五重奏   銀賞 ２年：滝口、柿島 1 年：國府方、青木、鈴木 

   サックス四重奏 銀賞 ２年：杉村、相田 1 年：遠藤、山下 

 ＊バスケットボール 

田方地区冬季練習会 〈男子〉第３位 〈女子〉第３位 

 ＊陸上競技 伊豆の国市駅伝大会（一般の部） 準優勝 大仁中 A   

                    第５区 区間賞 ２年：西島 


